
  東久留米市立第三小学校 学校経営方針 推進計画（平成 22～24 年度） 
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経 営 目 標 重 点 施 策 ５５ の 行 動 目 標 と 推 進 計 画 評価指標

１ 家庭・地域と 
の連携・協力 
による教育 
力の向上 

２ 学校関係者 
評価等によ 
る学校改善 

３ 学校図書館 
機能の活用 
による読書 
の充実 

４ 教育の情報 
化と校務の 
効率化 

主 要 取 組 

充実 全世帯の３割が協

力。ボランティア

の８割が満足する

活用にする。 

継続 

充実 

新規 

新規 

2) 安全見守り隊 校庭開放 子ども安全ボランティア 

 

 

 

6) 親子で料理の日 長期休業期間中 年間３回 食育  

充実 

充実 9) 金管バンド お琴クラブ 

継続 10) 各コンテスト わんぱく相撲 エコゲーム 市民祭り 地域行事への参加  

新規 

充実 14) 保護者、民生委員等を学校評議員に加える  

新規 

13) 校長への手紙、メールの設置 校長日記（ブログ） 

(5) 開かれた学校づくり 

(4) 地域行事への参加 

(3) 地域の協力 

(2) 家庭の教育力の向上 

(1) 家庭の教育力の活用 

 

新規 16) 読書センター機能 学習・情報センター機能 

新規 17) 蔵書管理に電算化を導入 バーコード化  

新規 

充実 

(7) 学校図書館の整備 学校図書館を全面改装 

18) 教職員の推薦図書 学校推薦図書 読書の質の向上 

19) 朝読 読み聞かせやブックトーク 読書への啓発 読書活動の推進 

蔵書の整理・管理 

児童の来館者数、

貸出冊数、読書冊

数をいずれも前年

比２倍以上。 

 

 

 
(8) 言語活動の充実 

(9) 情報モラル教育推進 

充実 

充実 

継続  

継続  

新規 

新規 

21) 学校図書館を各教科等で活用 言語活動の充実 

充実 

学校公開・情報発信・収集 

20) 読書感想文 調べる学習コンテスト 

22) 情報モラル教育 安全・安心 

23) パソコン室でのＩＣＴ活用 授業改善 

24) 実物投影機の活用 授業の工夫・改善 

(11) 校務処理の効率化 
26) ペーパレス化 教材・分掌等のデータベース化 

 

 

 

 

事務文書の半数を

電子化。全共有様

式を電子化。 
校務処理の時間を

２割減。  

大型ＴＶを教室の

授業の８割で活

用。児童の満足度

８割以上。 

全教員が全教科等

で活用。 
全学年が全教科等

の活用事例作成。 

情報発信の充実改

善。ブログを毎日

更新。保護者の満

足度８割以上。 

 

アンケート回収率

８割。上位（５段

階ＡＢ）評価８割。 

 依頼された行事へ

の参加努力。コン

クール予選通過。 

 

全世帯の７割が実

施。当該週に一人

一冊以上の読書、

一回以上の料理。 

継続 11) 学校公開 授業公開 三小祭り 道徳公開 通信 

1) 学校図書館ボランティア 図書館の改造・整備 
 学校支援ボランティア 

5) 親子で読書の週 毎学期 年間３回 ノーテレビ・ノーゲーム 

学校評価推進モデル校 

 

(12) 確かな学力の保障 

(10) 授業でのＩＣＴ活用 

パソコン室の活用 

学校図書館の活用 

H22.5.2 
新規 充実・改善・拡大 継続・充実 

(22) 安全・安心の確保 

新規 4) ノーテレビデイ等 早寝･早起き･朝ごはん･外遊び 

安全管理・安全指導 
3) 安全指導・点検 施設・設備等の改善  校庭の改修 

継続 7) サマースクール ラジオ体操など 

8) 学校農園 校庭の一部芝生化 緑のカーテン 

学校農園（太陽園）など 

 

金管バンド等の出演 

 

 前年度比１割増の

参加・協力者数。 

学校評議員制度の充実 

(6) 学校関係者評価の実施 
Ａ 

Ａ 

Ａ 

15) 統一モデルの作成・実施 学校改善 

教員用ノートＰＣの活用 

ＰＣサーバーの活用 

25) 校内無線ＬＡＮの活用 データベースの活用 

大型ＴＶの活用 Ａ 

柱 

Ａ 

Ａ

充実 12) 学校ホームページの改訂 不審者情報メール  
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７ 特別支援教 
育の充実 

９  組織の活性 
化と服務規 
律の徹底 

５ 教員の資質 
の向上と確 
かな学力の 
保障 

６ 外部人材活 
用による学 
校経営支援 

教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
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(14) 若手教員の育成 

(13) 教員の資質の向上 

指導方法の工夫・改善 

校内研究の充実 

研修の充実 

継続 28) 全国・都の調査 評価・評定の充実  

充実 29) 算数 少人数・習熟度別指導の充実・改善  

教員の研修意欲の

向上。全教員が自

主的に外部で研究

研修。授業は常に

内にも外にも開く 

カード毎月提出。

ミニ研修を年２１

回実施。教員の満

足度８割以上。 

継続 31) 校内研究 全教員が授業公開 全学年が研究授業  

新規 32) 校長による啓発資料の発行 毎日  

充実 34) 年間指導計画 週ごとの指導計画の充実・改善  

新規 35) 独自のＯＪＴカードを開発 計画的に実施  

継続36) 先輩教師によるミニ研修会を実施  

継続 33) 外部研修（授業改善研、教師道場、多摩推、都研）  

ＯＪＴによる能力開発 

(15) 民間の専門家の活用   外部人材の学校顧問化 

教育相談体制の強化 

新規 38) 学校図書館経営顧問 実物投影機活用アドバイザー  

継続 39) 放課後の個別指導 夏の補習授業  

充実 40) ＳＣ・ＳＳＷの活用 外部コーディネータの招聘  

継続 41) 個別指導計画の充実 個別の教育支援計画の策定  

Ｃ評価に対する明

確な手立ての実行 

(18) 特別支援学級の充実 

８ 生きる力の 
育成 

(19) 知・徳・体のバランス 

道徳教育・人権教育 

体力向上・体験活動 

英語活動の充実 

10 喫緊の課題 
への対応 

安全管理・安全指導 

新学習指導要領への移行 

小・中連携教育の推進 

(23) 当面の緊急課題 

経営会議・法令遵守 

個に応じた指導 
情報共有、共通理

解。早期発見・対

応、学級崩壊ゼロ、

いじめ不登校ゼロ 

充実 43) 特別支援教育ボランティアの活用 指導体制・人員強化  

新規 44) 英語カリキュラム・イングリッシュルームの整備  

継続 46) 体育的行事 自然体験活動を通して体力向上   

新規 45) 遊びを通して体力向上 体力テスト 体育巡回研  

継続 47) 推進教師 道徳の時間の充実 規範意識 職員講話  

充実 48) 人権教育の推進 あいさつが響きあう学校  

新規 51) 日記の指導（三小日記） 九九などの必須事項  

新規 52) 経営会議 服務規律徹底（勤務時間、個人情報の保護）  

充実 53) 生命の保障 危険箇所の改修 保健指導・学習  

充実 54) 新たな教育課程の編成 教員組織の改善 年間行事  

継続 55) 久留米中学校区小中連携事業  

危険箇所の改修を

市教委に継続して

要請。新学習指導

要領、小中連携へ

の完全対応。 

全員が経営参加。 
組織的な対応。 
服務事故ゼロ。 

英語活動・体力向

上の取組の基盤整

理。小中の一貫性。 

児童の８割が心の

バリアフリー実感 

   学力の把握と評価・評定 
(12) 確かな学力の保障 

推進プランの改

定。評価・評定の

共通理解。明文化。 

充実 27) 授業改善推進プランの改善  

充実 30) 総合的な学習の時間の充実 探究的な学習  

新学習指導要領へ

の対応。個に応じ

た指導の充実。 

Ａ 

充実37) 教育実習 教師養成塾 教職員大学院連携 ボラ  
教員養成 

若手教員ミニ研修会 

Ａ 

積極的な受け入れ

と責任ある指導。 

(16) 公の専門職員の活用 

校内委員会の推進 

(17) 通常の学級の支援 

継続 42) 副籍制度による交流学習、共同学習  Ａ 

自分を大切にし、

人も大切にする。 
自尊感情や自己肯

定感の肯定的な自

己評価８割。 

自治的・主体的な活動 
継続 49) 児童会 縦割り班 クラブ活動 キャリア教育  

継続 50) 学習発表会 校内環境整備 掲示物の工夫  

(20) 自尊感情・自己肯定感 

(22) 安心・安全の確保 

全児童一人一人が

主体的に活躍でき

る場を与える。 

Ａ 

Ａ 

(21) 学校組織の確立 

Ａ 


